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令和元年 5月 第94回臨時会・ 6月 第298回定例会

5月第94回臨時会の概要
正
副
議
長
を
選
出
し
た
ほ
か
、
青
森
県
県
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
な
ど
を
可
決

　

令
和
元
年
５
月
第
94
回　

  

臨
時
会

は
、
５
月
13
日
に
開
会
さ
れ
、
５
月
15
日

ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、
ま
ず
、
議
長
及

び
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
森

内
之
保
留
議
員
、
副
議
長
に
櫛
引
ユ
キ
子

議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
議
会

運
営
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
青
森
県
県
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
」を
は
じ
め
、
３
件
の

議
案
及
び
４
件
の
報
告
が
上
程
さ
れ
、
三

村
知
事
か
ら
提
案
理
由
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

５
月
14
日
に
は
、
本
会
議
場
に
お
け
る

議
席
の
指
定
が
行
わ
れ
た
後
、
各
常
任
委

員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
新

幹
線
・
鉄
道
問
題
対
策
特
別
委
員
会
及
び

原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
各
特
別
委
員
会
の
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
５
月
15
日
に
は
、
ま
ず
、
人

事
案
件
に
係
る
議
案
の
質
疑
が
行
わ
れ

た
の
ち
、
採
決
が
行
わ
れ
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
、
人
事
案
件
を
除
く
議
案
に

関
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
、
青
森
県
県
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
の
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
等
に
つ
い
て
、
質
疑
・
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

知
事
提
出
議
案
の
う
ち
、
人
事
案
件
を

除
く
議
案
２
件
及
び
報
告
４
件
は
委
員

会
付
託
及
び
討
論
は
省
略
さ
れ
、
採
決
が

行
わ
れ
、
知
事
提
出
議
案
２
件
及
び
報
告

４
件
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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県議会本会議と特別委員会の模様は
インターネットでライブ配信しています。
過去の議会映像もご覧いただけます。

詳しくは「青森県議会インターネット中継」で
検索してください。

臨時会  ま め ち し き
定例会のほかに、臨時の必要がある場合、特定の事件に限って
これを審議するために随時招集される議会。
第94回臨時会は、青森県議会議員一般選挙が行われた後に、
議長及び副議長の選挙等を行うために開かれた。

用語解説
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自由民主党
代表者 丸井　裕

選挙区：むつ市　
当選回数：6回
所属常任委員会：総務企画危機
管理委員会(委員長）

越前　陽悦
えち  ぜん　      よう  えつ

選挙区：南郡　
当選回数：7回
所属常任委員会：
総務企画危機管理委員会

阿部　広悦
 あ     べ　       ひろ  えつ

選挙区：十和田市　
当選回数：8回
所属常任委員会：文教公安委員会
(委員長）

田中　順造
 た   なか　     じゅん ぞう

選挙区：西郡　
当選回数：5回
所属常任委員会：建設委員会
(委員長）

工藤　兼光
 く    どう　      かね   みつ

選挙区：青森市　
当選回数：6回
所属常任委員会：文教公安委員会

森内 之保留
もり  うち　   の    ぼ     る

選挙区：八戸市　
当選回数：6回
所属常任委員会：文教公安委員会

清水　悦郎
  し  みず　       えつ  ろう

選挙区：つがる市　
当選回数：5回
所属常任委員会：建設委員会

三橋　一三
みつ  はし　      かず   み

選挙区：弘前市　
当選回数：5回
所属常任委員会：農林水産委員会

岡元　行人
おか  もと　      ゆき   と

選挙区：八戸市　
当選回数：5回
所属常任委員会：
総務企画危機管理委員会

熊谷　雄一
くま  がい　      ゆう  いち

選挙区：五所川原市　
当選回数：4回
所属常任委員会：農林水産委員会

櫛引 ユキ子
くし  びき　   ゆ    き    こ

選挙区：青森市　
当選回数：4回
所属常任委員会：建設委員会

山谷　清文
やま   や　        きよ  ふみ

選挙区：十和田市　
当選回数：5回
所属常任委員会：商工労働観光
エネルギー委員会

丸井　裕
まる   い　      ゆたか

選挙区：青森市　
当選回数：4回
所属常任委員会：環境厚生委員会

高橋　修一
たか  はし　     しゅう いち

選挙区：上北郡　
当選回数：4回
所属常任委員会：商工労働
観光エネルギー委員会

工藤　慎康
 く    どう　      のり  やす

選挙区：三戸郡　
当選回数：4回
所属常任委員会：建設委員会

夏堀　浩一
なつ  ぼり　      こう  いち

選挙区：五所川原市
当選回数：3回
所属常任委員会：総務企画
危機管理委員会(副委員長)

寺田　達也
てら   だ　        たつ   や

選挙区：平川市　
当選回数：3回
所属常任委員会：建設委員会
(副委員長)

工藤　義春
 く    どう　      よし  はる

選挙区：上北郡　
当選回数：3回
所属常任委員会：環境厚生委員会

蛯沢　正勝
えび  さわ　      まさ  かつ

選挙区：青森市　
当選回数：3回
所属常任委員会：商工労働観光
エネルギー委員会(委員長）

花田　栄介
はな   だ　        えい  すけ

選挙区：弘前市　
当選回数：3回
所属常任委員会：文教公安委員会
(副委員長）

齊藤　爾
さい  とう　     ちかし

選挙区：むつ市　
当選回数：3回
所属常任委員会：
農林水産委員会(副委員長）

菊池 憲太郎
きく   ち　   けん   た    ろう

選挙区：平川市　
当選回数：2回
所属常任委員会：商工労働観光
エネルギー委員会(副委員長）

山口 多喜二
やま ぐち　   た　  き　  じ

選挙区：北郡　
当選回数：3回
所属常任委員会：
農林水産委員会(委員長）

齊藤 直飛人
さい  とう　  なお   ひ     と

選挙区：黒石市　
当選回数：3回
所属常任委員会：環境厚生委員会
(委員長）

鳴海 惠一郎
なる   み　   けい いち  ろう

選挙区：三沢市　
当選回数：1回
所属常任委員会：
総務企画危機管理委員会　

小比類巻正規
 こ   ひ   るい  まき  まさ  のり

選挙区：弘前市　
当選回数：2回
所属常任委員会：環境厚生委員会
(副委員長）

谷川　政人
たに かわ　      まさ    と

選挙区：むつ市　
当選回数：1回
所属常任委員会：商工労働観光
エネルギー委員会

山本　知也
やま  もと　      とも    や

選挙区：八戸市　
当選回数：1回
所属常任委員会：環境厚生委員会

大崎　光明
おお  さき　      みつ  あき

選挙区：三戸郡　
当選回数：1回
所属常任委員会：文教公安委員会

和田　寛司
 わ    だ　        かん   じ

青森県議会議員を紹介します。（会派別）
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県民主役の県政の会

選挙区：青森市　
当選回数：4回
所属常任委員会：文教公安委員会

渋谷　哲一
しぶ  たに　      てつ  かず

選挙区：青森市　
当選回数：6回
所属常任委員会：商工労働観光
エネルギー委員会

鹿内　博
しか  ない　     ひろし

民主連合

選挙区：八戸市　
当選回数：2回
所属常任委員会：
総務企画危機管理委員会

田中　満
 た   なか　     みつる

選挙区：五所川原市　
当選回数：3回
所属常任委員会：建設委員会

今　博
こん　     ひろし

選挙区：八戸市　
当選回数：7回
所属常任委員会：文教公安委員会

田名部 定男
 た     な    ぶ　   さだ   お

選挙区：弘前市　
当選回数：1回
所属常任委員会：環境厚生委員会

鶴賀谷　貴
つる   が    や　      たかし

公明・健政会

選挙区：八戸市　
当選回数：4回
所属常任委員会：建設委員会

畠山　敬一
はたけやま　      けい  いち

選挙区：青森市　
当選回数：5回
所属常任委員会：環境厚生委員会

伊吹　信一
 い   ぶき　      しん  いち

選挙区：上北郡　
当選回数：3回
所属常任委員会：文教公安委員会

吉田　絹恵
よし   だ　       きぬ    え

日本共産党

選挙区：八戸市　
当選回数：2回
所属常任委員会：農林水産委員会

松田　勝
まつ   た　       まさる

選挙区：弘前市　
当選回数：4回
所属常任委員会：建設委員会

安藤　晴美
あん  どう　      はる   み

選挙区：青森市　
当選回数：1回
所属常任委員会：
総務企画危機管理委員会

吉俣　洋
よし  また　      よう

青 和 会

選挙区：青森市　
当選回数：3回
所属常任委員会：商工労働観光
エネルギー委員会

一戸 富美雄
いち  のへ　   ふ    み     お

選挙区：弘前市　
当選回数：4回
所属常任委員会：環境厚生委員会

川村　悟
かわ  むら　     さとる

選挙区：青森市　
当選回数：3回
所属常任委員会：農林水産委員会

関　良
せき　     りょう

無 所 属

選挙区：東郡　
当選回数：1回
所属常任委員会：
総務企画危機管理委員会

福士　直治
ふく   し　       なお  はる

選挙区：上北郡　
当選回数：1回
所属常任委員会：商工労働観光
エネルギー委員会

木明　和人
 き  みょう　     かず  ひと

選挙区：八戸市　
当選回数：5回
所属常任委員会：農林水産委員会

山田　知
やま   だ　      さとる

代表者 田名部 定男

代表者 伊吹 信一

代表者 鹿内　博

代表者 川村　悟

代表者 安藤 晴美



第９４回臨時会で可決された知事提出議案（3件）

04

新
幹
線
・
鉄
道
問
題
対
策
特
別
委
員
会
、
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
委
員
会

及
び
広
報
図
書
委
員
会
が
組
織
会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
令
和
元
年
５
月
14
日
）

議
ト
会

ピックス

組
織
会
で
は
、
正
副
委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
正
副
委
員
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

●新幹線・鉄道問題対策特別委員会

丸井　　裕
工藤　義春
齊藤直飛人
和田　寛司
福士　直治

山田　　知
今　　　博
関　　　良
松田　　勝
吉俣　　洋

伊吹　信一
渋谷　哲一
花田　栄介
谷川　政人
鶴賀谷　貴

熊谷　雄一
夏堀　浩一
寺田　達也
山口多喜二
大崎　光明

山谷　清文 委員副委員長阿部　広悦 委員委員長

委　員

越前　陽悦
工藤　慎康
畠山　敬一
吉田　絹恵
山本　知也

鹿内　　博
三橋　一三
安藤　晴美
齊藤　　爾
小比類巻正規

田名部定男
岡元　行人
川村　　悟
菊池憲太郎
田中　　満

田中　順造
工藤　兼光
高橋　修一
一戸富美雄
鳴海惠一郎
木明　和人

●原子力・エネルギー対策特別委員会
蛯沢　正勝 委員副委員長清水　悦郎 委員委員長

委　員

吉田　絹恵
吉俣　　洋

菊池憲太郎
鶴賀谷　貴

一戸富美雄
大崎　光明

渋谷　哲一
山口多喜二

●広報図書委員会
齊藤　　爾 委員副委員長夏堀　浩一 委員委員長

委　員

◆条例関係（2件）
　○青森県県税条例の一部を改正する条例案
　○青森県控除対象特定非営利活動法人に係る寄附金を定める
　　ための手続等に関する条例の一部を改正する条例案

◆人事関係（1件）
　○青森県監査委員の選任の件
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選
挙
長
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
な
ど
を
可
決

　

令
和
元
年
６
月
第
2
9
8
回
定

例
会
は
、
６
月
13
日
に
開
会
さ

れ
、
６
月
28
日
ま
で
の
16
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、「
選
挙

長
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
」を
は
じ
め
、
23
件
の
議
案

及
び
16
件
の
報
告
が
上
程
さ
れ
、

三
村
知
事
か
ら
県
政
運
営
に
関
す

る
所
信
と
提
案
理
由
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

６
月
19
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
12

名
の
議
員
が
登
壇
し
、「
選
ば
れ

る
青
森
」に
挑
戦
し
て
い
く
知
事

の
決
意
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
県
当
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
20

日
に
は
、
青
森
県
副
知
事
の
選
任

に
係
る
議
案
が
追
加
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

　

６
月
25
日
に
は
、
議
案
に
関
す

る
質
疑
が
行
わ
れ
、
選
挙
長
等
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
の

改
正
内
容
等
に
つ
い
て
、
質
疑
・

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

知
事
提
出
議
案
の
う
ち
、
人
事

案
件
を
除
く
議
案
22
件
は
各
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
常
任
委
員

会
は
６
月
26
日
に
開
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
６
月
28
日
は
、
各
常

任
委
員
会
の
審
査
内
容
の
報
告
、

討
論
が
行
わ
れ
た
の
ち
採
決
が
行

わ
れ
、
知
事
提
出
議
案
24
件
及
び

議
員
提
出
議
案
１
件
が
可
決
・
同

意
さ
れ
、
臨
時
の　

 

協
議
又
は

調
整
を
行
う
た
め
の
場
と
し
て
、

議
会
改
革
検
討
委
員
会
の
設
置
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

協議又は調整を行うための場  ま め ち し き
地方自治法に基づき、青森県議会会議規則（以下「会議規則」という。）
で定める、議案の審査又は議会の運営に関し協議又は調整を行うため
の場のこと。会議規則に定める各会派代表者会議や議員全員協議会
などのほか、議会改革検討委員会のように臨時的に設けるものがある。
臨時的に設ける必要があるときは、原則として議会の議決が必要となる。

用語解説

令
和
元
年
6
月 

第
2
9
8
回
定
例
会
の
概
要
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会　派：民主連合
選挙区：八戸市

田名部 定男 議員
た     な    ぶ さだ    お

会　派：自由民主党
選挙区：弘前市

岡元 行人 議員
おか  もと ゆき    と

　

県
で
は「
青
森
県
福
祉
・
介
護
人

材
確
保
定
着
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」を
策
定
し
、「
参
入
促
進
」、「
労

働
環
境
・
処
遇
の
改
善
に
よ
る
定

着
促
進
」、「
資
質
の
向
上
」の
推
進

戦
略
に
基
づ
き
、
様
々
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
介
護
未
経
験
者
等

に
対
す
る
入
門
的
研
修
の
実
施
、
介

護
職
員
が
専
門
的
業
務
に
専
念
で

き
る
よ
う
家
事
的
業
務
を
担
う「
介

護
助
手
」の
育
成
、
職
域
階
層
に
応

じ
た
各
種
研
修
の
実
施
等
で
あ
る
。

健
康
福
祉
部
長

答

　

本
県
に
お
け
る
海
面
で
の
サ
ー

モ
ン
養
殖
の
取
組
状
況
と
県
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

　

海
面
で
の
サ
ー
モ
ン
養
殖
は
、

む
つ
市
大
畑
町
地
先
で
の
漁
業

生
産
組
合
に
よ
る
生
産
販
売
の

ほ
か
、
深
浦
町
な
ど
で
、
事
業
化

に
向
け
た
養
殖
試
験
を
進
め
て

き
て
お
り
、
深
浦
町
地
先
で
は
、

本
年
４
月
か
ら
水
揚
げ
が
始

ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
今
別
町
と

外
ヶ
浜
町
地
先
で
は
、
秋
以
降
、

本
格
的
な
養
殖
が
行
わ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
で
は
、
販
売
を
促
進
す
る
ほ

か
、
よ
り
海
水
適
応
能
力
が
高

く
、
成
長
が
早
い
サ
ー
モ
ン
の
開

発
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

農
林
水
産
部
長

答

三
村
知
事

答

　

国
は
、
就
職
氷
河
期
世
代
の
安

定
的
な
就
労
を
支
援
し
て
い
く
と

し
て
い
る
が
、
県
の
取
組
を
伺
う
。

就
職
氷
河
期
世
代
の
就
労
支
援

　

県
は
、
こ
れ
ま
で
、
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
あ
お
も
り
に
お
い
て
、
就
職

氷
河
期
世
代
を
含
む
若
年
者
の

就
労
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

引
き
続
き
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談
体
制
の
充

実
を
図
る
ほ
か
、
国
が
設
置
し
て

い
る
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
し
た
臨
床

心
理
士
の
派
遣
や
共
催
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
国
、

市
町
村
、
経
済
団
体
等
と
連
携
し

て
就
職
氷
河
期
世
代
の
就
職
支

援
を
強
化
し
て
い
く
。

商
工
労
働
部
長

答

令
和
元
年
6
月
第
2
9
8
回
定
例
会  

一
般
質
問

海
面
で
の
サ
ー
モ
ン
養
殖

問

　

県
は
、
介
護
分
野
に
お
け
る
労

働
力
確
保
対
策
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

介
護
分
野
の
労
働
力
確
保
対
策

問

問

　

知
事
の
原
子
力
政
策
に
対
す
る

基
本
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

原
子
力
政
策
に
対
す
る
基
本
姿
勢

問

海面でのサーモン養殖の様子

セミナー「その仕事に就くには？」の様子



　

セ
ミ
ナ
ー
や
若
者
向
け
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て

普
及
啓
発
に
取
り
組
む
ほ
か
、

各
部
局
長
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す

る
政
策
調
整
会
議
等
の
場
を
活

用
し
て
庁
内
の
情
報
共
有
を
図

る
な
ど
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本

的
理
念
を
踏
ま
え
、
県
民
の
理

解
促
進
を
図
り
な
が
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
推
進
し
て
い
く
。

三
村
知
事

答

　

児
童
相
談
所
で
は
、
児
童
虐
待

の
通
告
を
受
け
た
後
、
原
則
と
し

て
48
時
間
以
内
に
子
ど
も
の
安

全
確
認
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

警
察
の
協
力
を
得
て
、
立
入
調
査

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
、
警
察
及
び

学
校
の
関
係
者
等
で
構
成
す
る

市
町
村
の
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
に
お
い
て
必
要
な
助

言
・
指
導
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

本
年
２
月
に
は
、
児
童
相
談
所
と

警
察
と
の
間
で
、
児
童
虐
待
事
案

の
情
報
共
有
に
関
す
る
協
定
書

を
締
結
し
た
。

健
康
福
祉
部
長

答

会　派：公明・健政会
選挙区：青森市

伊吹 信一 議員
い　 ぶき　 しん  いち

会　派：自由民主党
選挙区：平川市

工藤 義春 議員
く どう よし はる

　

家
族
等
か
ら
の
運
転
免
許
の
自

主
返
納
の
説
得
に
応
じ
な
い
高
齢

運
転
者
に
対
す
る
県
警
察
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

高
齢
運
転
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納

　

自
主
返
納
し
た
い
と
い
う
意

思
表
示
が
必
須
の
た
め
、
家
族
等

か
ら
、
健
康
状
態
や
運
転
状
況
等

を
確
認
し
、
家
族
等
の
承
諾
、
協

力
の
下
、
警
察
職
員
が
、
高
齢
者

に
直
接
面
接
し
自
主
返
納
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

交
通
機
関
利
用
時
の
特
典
な
ど

を
紹
介
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
師
の
診
断
等
に
よ
り

認
知
症
等
と
判
明
す
れ
ば
、
所
要

の
手
続
き
を
経
て
免
許
取
消
し
な

ど
の
行
政
処
分
を
行
っ
て
い
る
。

警
察
本
部
長

答 問

　

児
童
相
談
所
に
お
け
る
児
童
虐

待
へ
の
対
応
状
況
と
関
係
機
関
と

の
連
携
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

児
童
虐
待
へ
の
対
応

問

　
「
青
森
県
基
本
計
画『
選
ば
れ
る

青
森
』へ
の
挑
戦
」で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
を
踏
ま
え
て
施
策
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
し

て
い
く
の
か
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

問

07

　

手
話
言
語
の
普
及
及
び
意
思

疎
通
手
段
の
確
保
を
図
る
た
め

の
条
例
制
定
に
係
る
県
の
考
え

を
伺
う
。

　

県
で
は
、
青
森
県
基
本
計
画

「
選
ば
れ
る
青
森
」へ
の
挑
戦
に

お
い
て「
障
害
者
が
自
立
し
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
づ

く
り
」を
施
策
の
一
つ
に
掲
げ
、

各
種
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
年
度
、
言
語
と
し
て

の
手
話
の
普
及
と
障
害
の
あ
る

全
て
の
方
々
の
意
思
疎
通
手
段

の
確
保
を
図
る
た
め
の
条
例
制

定
等
に
つ
い
て
、
障
害
者
団
体
等

の
方
々
と
必
要
な
議
論
を
重
ね

検
討
し
て
い
く
。

三
村
知
事

答
障
害
者
の
意
思
疎
通
手
段

問

SDGs（エスディージーズ）
Sustainable Development Goals
（持続可能な開発目標）の略称で、
2015年９月に国連で採択された、先
進国を含む国際社会全体の2030年ま
での開発目標のこと。「誰一人取り残さ
ない（no one left behind）」社会の実
現をめざし、経済・社会・環境をめぐる
広範な課題に統合的に取り組むための
17のゴール（目標）とその下位目標であ
る169のターゲットから構成される。

用

語解説

高齢運転者の運転免許自主返納
高齢による身体機能の衰えなどから、運
転免許証を返納したい方が自主的に返納
する手続きのこと。県警察では、日常生
活支援（タクシー運賃割引等）を提供する
支援協賛店を通じて高齢者を支援するな
どの「運転免許自主返納者支援事業」を
実施し、自主的に返納しやすい環境づく
りをすすめている。

用

語解説



会　派：自由民主党
選挙区：弘前市

谷川 政人 議員
たに  かわ まさ　  と

学
校
給
食
無
償
化

問

　

保
育
所
等
に
対
す
る
県
の
調

査
で
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
受

け
入
れ
が
困
難
な
理
由
と
し

て
、
看
護
師
や
保
育
士
不
足
の

ほ
か
、
看
護
師
が
喀
痰
吸
引
や

経
管
栄
養
等
の
医
療
行
為
か
ら

離
れ
て
お
り
、
不
安
を
感
じ
る

と
の
意
見
が
多
か
っ
た
た
め
、

保
育
所
等
の
看
護
師
に
対
す
る

研
修
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

看
護
師
配
置
な
ど
の
受
入
体
制

の
整
備
を
図
る
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に

よ
り
受
け
入
れ
可
能
な
保
育
所

等
の
増
加
を
図
る
。

健
康
福
祉
部
長

答

　

県
内
市
町
村
に
お
け
る
公
立
小
・

中
学
校
の
学
校
給
食
無
償
化
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
県
教
育

委
員
会
の
考
え
を
伺
う
。

　

学
校
給
食
は
、
学
校
の
設
置
者

で
あ
る
市
町
村
に
よ
り
実
施
さ

れ
、
そ
の
経
費
は
市
町
村
及
び
保

護
者
が
負
担
す
る
こ
と
と
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
保
護
者
の
経
済

的
現
状
を
勘
案
し
、
学
校
給
食
費

の
軽
減
措
置
を
と
っ
て
い
る
市

町
村
も
あ
る
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
生
活
困

窮
世
帯
に
対
し
て
国
及
び
市
町

村
が
学
校
給
食
費
を
補
助
す
る

就
学
援
助
制
度
の
活
用
に
つ
い

て
周
知
を
図
る
な
ど
、
適
切
に
対

応
し
て
い
く
。

教
育
長

答

　

保
育
所
等
に
お
け
る
医
療
的
ケ

ア
児
の
受
け
入
れ
の
た
め
の
県
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

医
療
的
ケ
ア
児
の
受
け
入
れ

問

08

会　派：日本共産党
選挙区：青森市

吉俣　洋 議員
よし   また よう

　

県
で
は
、
現
在
、
一
元
的
相
談

窓
口
が
取
り
次
ぐ
こ
と
と
な
る

市
町
村
や
国
等
の
関
係
機
関
の

窓
口
把
握
、
と
り
ま
と
め
を
行
っ

て
い
る
。

　

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
一
元

的
相
談
窓
口
に
相
当
す
る
機
能

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
早
期
の

設
置
に
向
け
て
今
後
鋭
意
調
整

を
進
め
て
い
く
。

企
画
政
策
部
長

答 　

本
県
に
お
け
る
外
国
人
材
の

受
入
れ
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
中
で
、
県
と
し
て
一
元
的
相

談
窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
な

い
の
か
伺
う
。

外
国
人
材
の
一
元
的
相
談
窓
口

問問

　

第
４
次
産
業
革
命
に
対
応
し
た

中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
に
向
け

て
、
県
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を
進

め
て
い
く
の
か
伺
う
。

第
４
次
産
業
革
命
へ
の
対
応

　

第
４
次
産
業
革
命
の
進
展
で
、

Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
革
新
技
術
を

活
用
し
た
設
備
投
資
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
生
産
性
向
上
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
新
し
い
波
に
県

内
中
小
企
業
が
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
よ
る

機
運
醸
成
、
高
度
な
知
識
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
つ
専
門
家
の
派
遣
等

を
行
い
な
が
ら
、
国
の
制
度
活
用

に
よ
る
設
備
投
資
を
後
押
し
し
、

生
産
性
向
上
を
促
進
す
る
。

三
村
知
事

答 問

第４次産業革命
18世紀末以降の水力や蒸気機関による工場
の機械化による第１次産業革命、20世紀初頭
の分業に基づく電力を用いた大量生産による
第２次産業革命、1970年代初頭からの電子
工学や情報技術を用いた一層のオートメー
ション化による第３次産業革命に続く、IoT・
ビッグデータ・AIなどによる技術革新を言う。

用

語解説

医療的ケア児
医学の進歩を背景として、NICU等
に長期入院した後、引き続き人工呼
吸器や胃ろう等を使用し、たんの
吸引等の医療的ケアが日常的に必
要な 子どものこと。全 国では
18,000人を超えており、医療的ケ
ア児やその家族への支援は、医療、
福祉、保健、子育て支援、教育等の
多職種連携が必要不可欠である。

用

語解説



会　派：青和会
選挙区：弘前市

川村　悟 議員
かわ  むら さとる

09

会　派：自由民主党
選挙区：三沢市

小比類巻 正規 議員
こ    ひ    るい  まき    まさ  のり

若
手
農
業
者
の
確
保
・
育
成

問

　

上
北
自
動
車
道
か
ら
三
沢
空

港
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
の
た
め
、

三
沢
駅
を
跨
ぐ
、
三
沢
都
市
計

画
道
路
中
央
町
金
矢
線
の
約
1
．

6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
平
成
29
年

3
月
に
供
用
開
始
し
た
。

　

更
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
側

の
約
１
．４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区

間
も
幅
員
狭
小
、
急
勾
配
等
の

た
め
改
良
工
事
を
行
う
予
定
で

あ
り
、
現
在
は
0
．5
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
区
間
で
道
路
拡
幅
と
歩

道
設
置
工
事
を
進
め
て
い
る
。

県
土
整
備
部
長

答

　

次
代
を
担
う
経
営
感
覚
に
優
れ

た
若
手
農
業
者
の
確
保
・
育
成
に
向

け
た
県
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

　

若
手
農
業
者
が
経
営
を
早
期
に

軌
道
に
乗
せ
ら
れ
る
よ
う
、
発
展

段
階
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援

を
実
施
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
経
営
発
展
に
意

欲
的
な
農
業
者
を
対
象
に
若
手
農

業
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
塾
を
開
講
し
、

経
営
戦
略
の
作
成
や
全
国
商
談
会

へ
の
参
加
、
異
業
種
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
等
に
取
り
組
み
、

こ
れ
ま
で
２
3
0
名
が
修
了
。
塾

生
は
法
人
化
や
輸
出
な
ど
に
果
敢

に
挑
戦
す
る
な
ど
、
次
代
の
担
い

手
と
し
て
着
実
に
成
長
し
て
い
る
。

農
林
水
産
部
長

答

　

誘
客
促
進
の
た
め
の
受
入
環
境

整
備
の
一
つ
と
し
て
三
沢
空
港
へ

の
ア
ク
セ
ス
機
能
を
強
化
す
る
道

路
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
県

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

三
沢
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化　

問

　

新
規
学
卒
者
が
県
外
就
職
を

希
望
し
た
理
由
は
、「
自
宅
か
ら

離
れ
て
生
活
し
た
い
」「
都
会
に

魅
力
を
感
じ
る
」と
い
っ
た
生
活

環
境
面
と
、「
賃
金
が
高
い
」「
福

利
厚
生
が
充
実
」「
業
務
内
容
が

合
っ
て
い
る
」と
い
っ
た
仕
事
内

容
や
待
遇
面
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

県
は
、
県
内
企
業
の
業
務
内
容

や
魅
力
、
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環

境
の
発
信
に
加
え
、
企
業
が
高
校

や
大
学
に
出
向
い
て
Ｐ
Ｒ
す
る
機

会
の
設
定
や
、
採
用
予
定
情
報
の

公
開
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

商
工
労
働
部
長

答 　

新
規
学
卒
者
の
県
外
流
出
の
要

因
と
県
内
就
職
促
進
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

新
規
学
卒
者
の
県
内
就
職
促
進

問問

　

り
ん
ご
黒
星
病
の
新
規
防
除
薬

剤
の
早
期
登
録
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

り
ん
ご
黒
星
病
の
新
規
防
除
薬
剤

　

私
は
、
農
薬
メ
ー
カ
ー
へ
出
向

き
、
開
発
中
の
薬
剤
の
早
期
の
登

録
申
請
を
お
願
い
し
た
ほ
か
、
小

里
農
林
水
産
副
大
臣
に
、
迅
速
な

審
査
を
強
く
要
請
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
働
き
か
け
に
よ
り
、

農
薬
メ
ー
カ
ー
は
、
予
定
を
前
倒

し
し
て
登
録
申
請
し
、
こ
れ
を
受

理
し
た
農
林
水
産
省
は
、
優
先
審

査
の
対
象
に
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
関
係
府
省
と
連
携
し
て
手
続

き
を
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
国
の
審
査
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
、
１
日
も
早
い
登

録
を
働
き
か
け
て
い
く
。

三
村
知
事

答 問

県立高校での企業ＰＲ説明会の様子

若手農業トップランナー塾開講式の様子



会　派：自由民主党
選挙区：三戸郡

和田 寛司 議員
わ だ かん じ

会　派：県民主役の県政の会
選挙区：青森市

渋谷 哲一 議員
しぶ たに てつ かず

障
害
者
雇
用
率
の
改
善

問

　

県
立
高
等
学
校
教
育
改
革

は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
づ
く
り
で
あ
る
と

の
思
い
か
ら
、
第
１
期
実
施
計

画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
総

合
教
育
会
議
の
場
で
、
基
本
的

な
方
向
性
を
県
教
育
委
員
会
と

確
認
し
て
き
た
。

　

県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

第
２
期
実
施
計
画
を
策
定
す
る

際
に
も
、
引
き
続
き
総
合
教
育

会
議
の
場
で
、
県
立
高
等
学
校

教
育
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て

共
通
理
解
を
図
っ
て
い
く
。

三
村
知
事

答

　

障
害
者
雇
用
率
の
改
善
に
向
け

て
、
県
教
育
委
員
会
で
は
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

教
員
採
用
候
補
者
選
考
試
験

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
身
体
障
害

者
を
対
象
と
し
た
特
別
選
考
を

実
施
し
て
き
た
が
、
今
年
度
か
ら

精
神
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者

も
対
象
と
す
る
。
ま
た
、
非
常
勤

事
務
員
等
採
用
試
験
で
も
新
た

に
障
害
者
枠
を
設
け
、
今
年
度
、

県
教
育
委
員
会
事
務
局
に
も
障

害
者
を
採
用
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
引
き
続

き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
他
県
の

取
組
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
検

討
を
行
う
な
ど
、
障
害
者
雇
用
率

の
改
善
に
努
め
て
い
く
。

教
育
長

答

　

第
２
期
実
施
計
画
の
策
定
に
当

た
っ
て
、
知
事
は
ど
の
よ
う
に
関

与
し
て
い
く
の
か
。

県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
計
画

問

　

厳
選
さ
れ
た「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー

ト
」の
上
位
等
級
品
を「
青
森

ハ
ー
ト
ビ
ー
ト
」の
名
称
で
差
別

化
す
る
と
と
も
に
、
高
級
感
の
あ

る
専
用
化
粧
箱
で
、
県
民
の
皆
様

に
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
、
知
名
度

と
認
知
度
の
向
上
を
図
る
。

　

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

情
報
発
信
や
有
名
ジ
ュ
エ
リ
ー

等
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
の
開
発
な

ど
を
進
め
、
着
実
に
ブ
ラ
ン
ド
価

値
を
高
め
な
が
ら
、
来
年
の
全
国

デ
ビ
ュ
ー
に
つ
な
げ
て
い
く
。

三
村
知
事

答 　
「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」を
ト
ッ
プ
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
育
成
す
る
た
め
、

県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
伺
う
。

ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
化

問問

　

安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
向
け
た
県
の
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

安
心
し
た
子
育
て
環
境
づ
く
り

　

県
で
は
、
市
町
村
が
妊
娠
・
出

産
・
育
児
に
関
す
る
様
々
な
相
談

に
対
応
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
る
ほ
か
、
利
用
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
満
足
度
の
高

い
保
育
を
推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
就
学
前
児
童
の
医
療
費

や
、
第
３
子
以
降
の
3
歳
未
満
児

に
係
る
保
育
料
の
負
担
を
軽
減

す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
な
ど
を
応
援
す
る「
あ
お
も

り
働
き
方
改
革
推
進
企
業
」の
認

証
企
業
数
は
、
今
年
６
月
に
１
０

０
社
を
達
成
し
た
。

青
山
副
知
事

答 問

10

県立高等学校教育
改革推進計画

将来、高校教育を受ける子どもたち
の教育環境の整備に向け、平成３０
年度以降のおおむね１０年間を見据
えた高校教育改革の基本的な考え方
を示す「基本方針」と、基本方針に基
づく学科改編や地区ごとの具体的な
学校規模・配置等を示す「実施計画」
により構成するもの。第２期実施計
画の期間は、令和５年度から５年間。

用

語解説

ジュノハートの上位等級品「青森ハートビート」



会　派：無所属
選挙区：八戸市

山田　知 議員
やま　だ さとる

会　派：自由民主党
選挙区：青森市

山谷 清文 議員
やま や きよ ふみ

ひ
き
こ
も
り
支
援

問

　

県
は
、
障
害
者
雇
用
に
前
向
き

な
事
業
主
を
対
象
と
し
た
優
良

事
業
所
の
見
学
会
の
開
催
や
、
働

き
た
い
と
考
え
て
い
る
障
害
者

の
方
々
が
就
職
に
対
す
る
不
安

を
解
消
で
き
る
よ
う
、
実
際
の
仕

事
に
即
し
た
短
期
の
職
場
実
習

や
職
業
訓
練
を
実
施
し
、
雇
用
に

結
び
つ
け
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
、
関
係
機
関

と
一
丸
と
な
っ
て
、
き
め
細
か
な

就
労
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

三
村
知
事

答

　

ひ
き
こ
も
り
支
援
の
促
進
の
た

め
、
県
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

　

青
森
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
話
や
来
所

に
よ
る
相
談
対
応
や
家
庭
訪
問

の
ほ
か
に
、
ひ
き
こ
も
り
の
状
態

に
あ
る
人
の
家
族
が
情
報
共
有

し
、
対
応
方
法
を
学
ぶ
集
い
や
、

当
事
者
の
居
場
所
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
。

　

更
に
、
関
係
機
関
が
、
ひ
き
こ

も
り
に
関
す
る
支
援
に
つ
い
て

協
議
す
る
場
を
設
置
し
、
相
互
の

連
携
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
当

事
者
や
家
族
等
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

健
康
福
祉
部
長

答

　

障
害
者
雇
用
を
促
進
す
る
た
め

に
は
、
働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
障

害
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
重
要

と
考
え
る
が
、
県
の
見
解
を
伺
う
。

障
害
者
の
雇
用
促
進　

問

　

県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
暑
さ

対
策
と
し
て
は
、
各
校
の
立
地
環

境
や
各
教
室
の
状
況
等
に
応
じ
て

扇
風
機
や
網
戸
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
全
て
の
学
校
の
保
健
室
に

冷
房
設
備
を
設
置
し
て
き
た
。
こ

の
う
ち
、
本
年
6
月
現
在
の
普
通

教
室
に
お
け
る
扇
風
機
の
設
置
率

は
69
．1
％
で
、
教
室
の
配
置
に

よ
る
風
通
し
の
状
況
等
に
応
じ

て
、
適
宜
、
活
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
網
戸
の
設
置
率
は
12
．9
％

で
、
校
舎
の
改
修
の
際
に
、
立
地
環

境
等
を
考
慮
し
て
設
置
し
て
い
る
。

教
育
長

答 　

県
立
高
等
学
校
に
お
け
る
暑
さ

対
策
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

県
立
高
等
学
校
の
暑
さ
対
策

問問

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と

持
続
可
能
な
提
供
体
制
づ
く
り
の

た
め
、
介
護
人
材
の
確
保
や
定
着
、

育
成
に
向
け
た
県
の
取
組
を
伺
う
。

介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
・
育
成

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
認
証

評
価
制
度
を
運
用
し
、
事
業
者

に
対
し
職
員
の
処
遇
改
善
や
人

材
育
成
の
取
組
を
促
し
、
学
生

や
求
職
者
に
対
し
働
き
や
す
い

魅
力
あ
る
職
場
と
し
て
認
証
事

業
所
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
初
任
者
、
中
堅
職
員
、

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
等
の
階
層
に

応
じ
た
、
知
識
や
技
術
を
習
得

し
適
切
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
研

修
等
を
行
っ
て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長

答 問

11

青森県ひきこもり
地域支援センター

ひきこもりに悩んでいる御本人や
御家族の相談に応じるため、平成
２８年６月に県立精神保健福祉セ
ンター内に開設。来所相談のほか
電話相談にも応じている。（無料）

用

語解説

介護サービス事業所
認証評価制度

職員の処遇改善・人材育成及びサー
ビスの質の向上に関する取組等につ
いて、県が定める認証評価基準を全
て満たしている事業者として認証
し、公表するもの。これにより、事
業者自らが処遇改善等に取り組み、
職員が働きやすい環境が整備され
る等の効果が期待される。

用

語解説

　【電 話】０１７－７８７－３９５３
　【受付時間】９：００～１６：００



◆条例関係（17件）
　○選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案
　○青森県県税条例等の一部を改正する条例案
　○青森県毒物及び劇物取締法関係手数料徴収条例の一部を改正する条例案など１５件

◆人事関係（2件）
　○青森県収用委員会の委員及び予備委員の任命の件
　○青森県副知事の選任の件

◆その他（5件）
　○地方独立行政法人青森県産業技術センターの定款の一部変更の件など５件

第298回定例会で可決された知事提出議案（24件）

第298回定例会で可決された議員提出議案の内容

○航空自衛隊三沢基地所属の航空機による事故の再発防止を求める意見書

（意見書の内容）今回の事故は、県民に重大な不安を与え、民生の安定を損なうものであり、
極めて遺憾である。県民の生命・財産の安全確保を守る立場から、航空自衛隊三沢基地及び
国に対し、航空自衛隊三沢基地所属の航空機による事故の再発防止を強く要請。

意 

見 

書
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県議会からの

○令和元年9月第299回定例会について
　第299回定例会は、令和元年9月18日（水）に開会し、10月7日（月）に閉会する予定です。
　詳細な日程については青森県議会ホームページでお知らせします。

○あおもり県議会だよりに関するご意見・お問合せについて
　〒030-8570 青森市長島1丁目1-1　青森県議会事務局調査課　電話 017（734）9797（直通）

お知らせ

　組織会に先立ち、森内議長から、議会改革検
討委員会委員の委嘱が行われ、議会の効率的・
効果的運営のための改革に関する事項について
検討を進め、報告するよう依頼がありました。
　引き続き開催された組織会では、正副委員長
の互選が行われ、委員長に三橋一三委員が、副
委員長に蛯沢正勝委員が選出されました。

組織会における正副委員長の互選

議会改革検討委員会が組織会を開催しました。
（令和元年６月２８日）

　県議会棟における受動喫煙防止対策について、森内議長が各会派代表者会議に諮
り、各会派の意見集約が図られたことから、令和元年７月１日から県議会として敷地内
全面禁煙とすることになりました。県民の皆様にも御理解と御協力をお願いいたします。

県議会が敷地内全面禁煙になりました。

森内議長による委員委嘱

議
ト
会

ピックス


